
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《ひぐちん通信》2014年 7月号 

ひぐちん通信 
ヒグチ鋼管株式会社 〒547-0001大阪市平野区加美北 4-6-21 

Tel:06-6791-7788 fax:06-6791-8588 携帯:090-3659-2743 代表取締役 樋口浩邦 

2021 年 4 月号（vol.85） 

◆ＭＢＳラジオに出演しました！◆ 

こんにちは、お世話になっております。ヒグチ鋼管代表の樋口です。ひぐちん通信

第８５号をお送りいたします。よろしくお願いいたします。 

さて、少し前になりますが、１月の下旬に MBS ラジオの「日本一明るい経済電波

新聞」という番組に２週にわたり出演いたしました。私自身、ラジオに出るのは人生

で初めてのことでした。 

この「日本一明るい経済電波新聞」という番組は、毎週日曜午前１０時３０分から

放送されています。池田泉州銀行さんがスポンサーで、その池田泉州さんとお付き

合いのある中小企業の社長さんがゲストとして出演し、お話をするという番組。私も

池田泉州さんからのご紹介で、出演させていただくことになりました。 

生放送ではなく、事前に１時間ほど収録したものを上手く編集していただき、それ

が１５分×２回の内容になります。私が出演したのは１月２４日と３１日の放送分。 

その収録時、私の話を上手く引き出してくれたのが、竹原信夫編集長と高井美紀

アナウンサーのお二人。さすが聞くプロの人たちです。初対面にもかかわらず、終

始とっても気持ちよくお話ができる雰囲気で、１時間があっと言う間でした。私として

は、そのお二人が非常に好印象で、私もそう心掛けたいことだなぁと思いました。 

今回お二人に好印象を持ったように、上手に相手の話を聞けるというのは、仕事

においても家庭においても、非常に大事なことだと思います。私などややもすると、

相手の話を仏頂面で聞いてしまっている時があるかもしれません。だからお二人が

（私はあなたの話に興味津々ですよ！）という態度で、私の話を聞いて頂けたこと

は、とても参考になりました。お陰で、私は気持ちよく、収録時間を超過しているのも 

お構いなしに、延々としゃべり続けていたのでした（笑）。 

経営の神様、松下幸之助さんは相当聞き上手な方と聞 

いています。成功する人は皆そうなんでしょうね。 

■追伸：バックナンバーを「日本一明るい経済電波新聞」

のＨＰから聞くことができます。ぜひ聞いてみてください！ ↑ＭＢＳラジオにて収録 



 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【発行者プロフィール】              

名前：樋口浩邦（ひぐちひろくに） E メール：hirokunister@gmail.com 

誕生日：昭和４１年３月１６日 出身地：大阪市東住吉区 

経歴：関西大学卒業後、弊社の主要仕入先である丸一鋼販(株)に入社。 

名古屋営業所で５年間お世話になった後、当社に入社。平成１３年７月に 

代表取締役に就任し、現在にいたる。 

趣味：映画鑑賞 モットー：『大丈夫！なんとかなる( ´ ▽ ` )ﾉ』 

◆３Ｓ活動＆業務改善情報◆ 

(整理・整頓・清掃)当社の取り組みをご紹介します。 

◆発行者コラム◆ 

今回もまた、最後までお読みいただきどうもありがとうございます！さて、マスクを

ときどき忘れてしまう私も、最近は全くと言っていいほど忘れなくなりました。それは

なぜか？マスクが花粉やＰＭ２．５対策に非常に有効だと体感できたからです。マス

クによってコロナを防げているのか体感するのは難しいですが、花粉やＰＭ２．５に

関してはそれが容易でした。私はこれまで毎年、病院で花粉の薬をもらっていました

が、今年はマスクと「近大サプリ青みかん」でしのげそうな気がしています(笑)。樋口 

①プレス機で短い寸法を切断する際、計算上と実際に
定尺から取れる本数が異なる場合があるため、数量カ
ウンターをプレス機全台に取り付けました。これにより、
短い寸法の本数間違いを防ぎます。ｂｙ武知伸一 

③原管台下のデッドスペースに引き出し
付きの棚を設置しました。短管の同サイ
ズ厚み違いを分別整理したので、今後、
そのようなクレームは出しません。 
ｂｙ梅木正敏＆グエン・ヴアン・ジャウ 

④ゴミ箱にラベルをつけ、分かりやすくしま
した。ｂｙ藤田絢子・林由香里・平中剛志 

②曲げの後切り時、短管を探し万力で挟んで切って
いた。それを適度な長さのフラットバーに穴を開け、ネ
ジで当りに固定できるようにした。製品を切る度に短
管を探していた手間がなくなり、作業時間を短縮でき
た。ｂｙ広兼有翼＆チャン・カイン・ホアン 

⑤事務所を挙げて、飛沫防止スタンドを当社
の材料で作成しました。ｂｙ事務所メンバー 


